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特集・子ともの暴力

青少年の暴力
●殺人と自殺を中心に

いな　　　　　　　　む・’，　　　　　　　　　びうし

稲　　　村　　　博
筑波大学社会医学系助教授

　青少年における暴力は様ざまな形で発生している．

しかも，それが近年はますます増加し、多様化する

傾向にある．殺傷事件のほか，従来にはなかったよ

うな家庭内暴力とか，校内暴力などが多発している

し，また暴走族などの暴力もみられる．これらはい

ずれも，他に向けられた暴力であるが，ほかに自分

に向けられる暴力がある。自己破壊行為（self・dest・

ructive　behavior）と呼ばれているものがそれで、

代表的なものは自殺である．ほかに自傷とか．また

慢性自殺といわれる薬物・アルコール乱用などもあ

る．しかもこれらはみな文明病といわれ，文明の発

展とともに深刻化する傾向にある。したがって．一

般に発展途上国より先進国のほうにより深刻なもの

が多いのが特徴である。

　さて，ここではこうした青少年の暴力について．

他に向かうものの代表として殺人を、また自己に向

かうものの代表として自殺を取り上げよう．これら

の国際比較を行い，若．「の考察を試みたい．その

際，問題がより深刻な欧米に焦点をしぼりながら、

資料をもとに述ぺたいと思う．

1．殺　人

　まずはしめは，殺人である、殺人は他に向けられ

た暴力．つまり他に向かう攻撃性の最強のものであ

る．さらに他に向けられた攻撃性全般を示すバロメ

ー ターでもある．

　表1は性別，年齢別にみた殺人数である．もっと

も、これは被害者の数値であり，青少年か犯した殺

人数を示すものではない．加害者に関する資料が入

手しにくいためであるカ～この表によってもある程度

は青少年について類推することができる．なぜかと

いえば、これらの数値には青少年によって犯された

ものも含まれているだろうし、また全年齢の数値と

青少年の数値にはある程度の並行関係がみられるか

らである．

　表のうち、実数は人数を，（）内は発生率を示して

いる．これによると，殺人発生率がもっとも高いの

はアメリカであり，断然他を引き離している．続い

てはスイス，ヵナダ、ハンガリー、イタリア．オー

ストリア、ポ’一ランドなどとなる，それに続いて

は中欧、東欧などとなっている．

　また．男女別にみると，男性のほうが女性よりも

すっと高く．2～3倍を占めている国が多い．こと

にスイス．アメリカなどは男性の比率が高いのが注
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表1　年齢別被殺人者数 実殴は人数　い内は1〔1万人k．］
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目される．なお，これは被害者の数値であるか，加

害者の数値では、一般にもっと男性の倍率が高い．

　ところで．f’どもの被害は、ほぽ全年齢の被害と

並行関係にあるといえるが，国によっては多少の差

がある．幼児殺しのもっとも高率なのはハンガリー

であt），統いてアメリカ，西ドイツ，イギリス，ポ

ー ランドなどとなる．幼児殺しというのは，ほとλ．

どかその親によってなされるものであり，また未婚

の親を含めて若い親が加害者となるのがふつうであ

る．その意昧では，幼児殺しの：数値は青少年の殺人

の1っのバロメーターともいえる．

　次に、年齢別の推移をみてみよう．国によ・って多

少異なるが，全般にいえぱ，〔〕歳の嬰児殺しはかな

り高い．その後は加齢とともに少しすつ被害にあう

率は減り、5～14歳ではもっとも少なくなる．つま

り、r・どもにとって生後問もない時期は，1つの危

機であり，幼稚園から中学生く’らいにかけてが比較

的安全な時期であるといえる．

　嬰児殺しについては．一’般に男女差がそれほどな

世界の児童とfefi．

いけれども，東欧ないしそれに近い国では明らかに

女子のほうが殺害されやすいことがわかる．もっと

も極端なのはオーストリアで，女子が男子の4倍以

上を占めている．また、ハンガリーでは2倍強、ポ

ー ランドでは1．6倍程度となっている．東欧に近い

位置にある西ドイツでも，やはり女子か1．3倍と多

くなっていて、これらは他の諸国と著しく対照的で

ある．これから考えられるのは，東欧では女子か男

∫より何らかの意味で低く位置づけられているか，

ないしは蔑視されていることではなかろうか．それ

につけても，コーランなどに記述されているように，

昔の中近東で女r一が蔑視されていたことが思い出さ

れる．なお、　ノルウェーも嬰児殺しは女．子はrかりだ

が、これも同ヒ傾向を示すものであろうか，

　もう1つ注目されるのは、15～24歳における発生

頻度か，一般に全年齢のそれより高いことである．

特に高い国としてはノルウェーがあげられるが，ほ

かにアメリカ．カナダ，イギリスなどもそうである．

一方，逆に青少年のほうが低い国としては、極端な

のがスイス，ほかにはハンガリー，西ドイツ．イタ

リア，ボーランドなどがあげられる．このうちノル

ウェーは数が少ないので．別にすると，北米で青少年

が殺害されやすく．中欧・東欧で’は青少年が相対的

に殺害されにくいといえる．青少年を殺害するのは，

多くの場合が青少年で’あることを考えると，まこと

に示唆的である．

　これらの数値を全体として眺めると，殺人発生率

は，国による差がきわめて大きい．アメリカ，スイ

ス，カナダなどは数値が高いので’「殺人国」という

べきであるか．逆にデンマーク、スペイン，ノルウ

3
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エー
などは数値が低いので「非殺人国」ということ

ができよう，なお，．占：少年については、アメリカ，

カナダが数値が高いので，「青少年殺人国」，またス

イス，スペイン，デンマークは数値が低いので’「青

少年非殺人国」というべきであろう．

　2．自　殺

　次は白殺で’ある．自殺は自己に向けられた暴力，

つまO、自己への攻撃性の最強のものであるが．ま

た自己に向けられた攻撃性全般を代弁するバロメー

ターともいえる．そこで、同じく欧米諸国の資料を

あげておこう．表2は性別、年齢別にみた数値であ

り，実数が人数、日内が発生率である．

　まず，全年齢の自殺率をみると，もっとも高いの

はハンガリーで’あり，断然他を引き離している．こ

の資料によると，それに続いてはオーストリア、ス

イス，デンマーク、西ドイツ，スウェーデンなどと

なる．概していえば，東欧，北欧，叩欧などが高率

といえる．なお．このハンガリーの数値は年ごとに

4

更新されており，これまで”世界中で記録されたっち

最高のものである．自殺が文明病といわオ．して，文明

の発展とともに上昇するとはいえ，従来の常識では

考えられぬほどの数値だといわねばならない．

　どの国でも、自殺率はr一どもの加齢とともに急．ヒ

昇しているが，そのうちの青少年の数値をみてみよ

う．5～14歳ではまだあまり大きな国別の差はない

が、15～24歳になるとはっきりしてくる．この年齢

層で発生率がもっとも高いのはスイスであり，続い

てはオーストリア、ハンガリー，カナダ．西ドイツ

などである．つまb｝、中欧に高率な傾向があるとい

える．

　ところで，青少年の自殺率は全年齢の自殺率にお

おむね並行しているが，必ずしもそうとはいえない

国もある．全年齢より青少年のほうが高い国として

はカナダ、ノルウェーがあげられるが，ほかはみな

低い．特に低い国としてはデンマーク．ハンガリ「

イタUア，スベインなどがあげられる．

　次に，性差をみてみよう．青少年については、こ

こにあげたすべての国で女r・より男r一に多い．しか

し，これらの国以外もすべて含めると，女子のほっ

に多い国が少数ながらある．男女比はおおむね2－

3倍となっているが，国による差が大きい．カナダ

アメリカ，ポーランド、イギリス（スコ／トランド），

スペインなどは特に男子が多いのに対し，比較的女

子が多いのはイタリア、デンマークなどである．

　こうした男．女の比率は、その国の男’女の占めてい

る杜会的地位や，ストレスの強さをよく反映してい

る．それをもっと明らかにするためには，年齢層ご

との比率の推移を全年齢にわたってみていく必要が



あるが，ここではそのゆとりがないので省略する．

　次に，自殺がはじまる年齢のことに少しふれてお

こ1．表から明らかなように．0－4歳では自殺は

どこにも記録されていない．5歳ごろからポッポ・ソ

始まるが、それも5歳ではめったにない．5～10歳

をあわせても年聞にせいぜい数名程度しかいない点

で’各国が共通している、

　たとえば、1979．年オーストラリアで’5歳の男児の

白殺が報じられたか、それはサ．vカーチームに入っ

ているそのrがミスをし，そのために試合に負けた

のを粕こしたためという．わが国でも1979年に5歳

になる男児の自殺未遂が報じられたが．それはおね

しょを叱られるのを苦にして，2階の窓から飛び降

りたものだが、幸いにも生命はとりとめた．したが

’って，『1殺統計の中にはもちろん含まれてはいなL　・．

　ところで．．幼児の自殺に関しては，昔から学者の

あいだに議論がある．それは幼児の場合には，たと

え自殺のごとくにみえる行動をしても，厳密な意昧

での自殺には含められないというものである．つま

り．死の概念が明確にわかってくる年齢、たとえば

ユO歳以後くらいを口殺として，それ以前のは事故死

ヒして扱うべきだというのである．

　しかし．私はこの考えはおかしいと思っている．

日らの手で白らの生命を奪う行動はすべて自殺とし

て扱い．そのうえで’特徴によって分類するのか．正し

いのではなかろうか．そうしなければ，成人でもた

とえば精神錯乱の状態で行う自殺や，または精神薄

弱の自殺などはみな白殺でなくなってLまう．各’ド

例にっいて、いちいち死の概念が明確であ一，たかど

うか確かめないとrl殺が判定で．きないわけて．これ

　　　　　　　　　　　　　　　世界の児■とkf刊

では実際上は決定できない事例が非常にふえてしま

う、こんなわけで，たとえ幼児て．あろうとも、自ら

の手で自らの生命を奪う行動は自殺とみなすべきも

のと思う．

　次にここで．，年齢別の自殺曲線についてふれてお

こう．年齢別の自殺率をプロ・トして得られる自．殺

曲線は国によ一）て非常に違・〕ている，しかし、すべ

てがまちまちヒいうわけで．はなくて，だいたい4つ

ぐらいのハタ・ンに分けられる．それを示したのか

次へ一ジの図であるが、これによるともっとも複雑

なのが日本型で’あり，もっとも平均的なのかアメリ

カ型て’ある．．二れらを少L説明Lてい二う．

　ます，アメリカ型は1’「年期まで急速にヒ昇Lたあ

と．だらだらと中年期まて’ふえ．以後はほぽ横ばい

を続ける．スウェーデン型は．北欧に共通するのた

が，中年期が大きなll）をなす’のが特徴である．その

後は次第に減少して．老人の自殺率はもっとも低く

なる．・一方，ハンガリー型は東K触こ兵通『書1るのだカi

l『［線的に急勾配で上yl・していく．しかもあらゆる年

齢について［11殺率か他国に比して高いのか特徴であ

る．これらに対して日イS型は東洋に共通するのたか

青年期て．い一ったんピークをなL、1P年期で減少して

から、再ひ’上昇に転じる、そして．．老年期で非常に

高くなるのが特徴である，

　さて、これらのパターンは，それぞれの国かおか

iLている状況や，各年齢層の占める社会的地位、ス

トレスの大きさなどをよく反映している．4つの型

のっち．アメリカΨ！か基本甲とみな」．とるか．、それは

この固があらL・1）る人トトを含んで．いて，’ド均的な特微

か出やすいこと，また人闘性のr1然な発露を尊ぷお

FD
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国柄であるこ

とカ・らもいえ

る，

　そこで’この

アメリカ型に

比べて，各ハ

ターンがどん

な違いがある

かをみていけ

ばわかりやす

い．まず，ス

ウェーデン型はアメリカ型に比べて中年期が非常に

高く，．老年期が低い．これは北欧が高福祉を支える

ために、働き盛りの中年に税金など大きな負担がか

かることと、やはり高福祉の恩恵によって老年が非

常に恵まれていることから説明ができる．また，日

本型については青少年の率がアメリカ型に比して相

対的に高いこと、中年が相対的に低いこと、そして

老年が高いことが特徴である．これは，青少年で受

験や就職などの負担やストレスが非常に高いこと，

中年は猛烈社貝などといわれて肉体的負担は大きい

けれども，職場は終身雇用や年功序列制によって安

定しており、また家庭は欧米などに比し，離婚率は

低いし，家族主義的つながりも強い．心理的な安定

要因が大きいわけである．ところが，老年は核家族

化によって疎外され，孤独になるほか，わが国には

伝統的に老醜を嫌うとか，人に迷惑をかけないなど

の価値観が根強く存在している．これらが老年の白

殺率を高める大きな要因といえよう．一方，ハンガ

リー型はあらゆる年齢層で高く，また加齢とともに

急・ヒ昇している．これはあらゆる年齢層に強いスト

レスや抑圧が働いていることを示唆し．また、生甲

斐や価値観，特に年をとることに関する価値観に何

らかの特徴があるものと考えられる．事尖、ものご

とをとかく秘密にしたり，相互監視するような風潮

は強いようだし．また，働くことの意欲が損われて

いるともきく．いず」，．Lにせよ，このパターンからは

何か強い非人間的なものが関与しているものと考え

ざるを得ない，

　3．おわりに

　以上，殺人と白殺について，欧米の資料をもとに

若干の考察を試みた．最後に，殺人と自殺の関連に

ついて簡単にまとめておこっ．

　すでに述べたようにアメリカ，スイス、カナダな

どは殺人国であり，デンマー久スベイン，ノルウ

ェーなどは非殺人国である．では、自殺については

どうであろうか．表2によると，ハンガリーやオー

ストリアなどは自殺率が高いので／i自殺国」，またス

ペイン，イタリア，イギIJス，ノルウェーなどは自

殺率が低いので「非自殺固」といえる。

　一般的にいえば，殺人の多い国は自殺が低く．逆

もまたある程度いえるので’あるが，国によっては必

ずしもそうで．はない．ハンガリーやスイスは殺人も

自殺も多いし，スペイン、ノルウェーなどは両者と

も少ない．その意味ではハンガリーとスイスは，「．自

殺・殺人国」，またスペインとノルウェーは「非自殺

・ 非殺人国」ということができよう．わが国はこう

いう観点にたつと，自殺が多く，殺人は少ない，典

型的な自殺国だということがで’きる．
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lUl與ノ‘児佑と母刊

特集・子どもの暴力

家庭内暴力の裏にひそむもの

しか　　　　　　／；　　　　　　　ヒ　　

高　　橋　　義

湘南病院精神科1久長

人

　日本での家庭内暴力

1．　はじめに

　家庭内での暴力沙汰は．いまさら目新しい問題で．

はない．派f：な夫婦げんか，継∫．いじめをはLめと

する児童虐待、さらには，ことばで’の暴力まで含め

れば嫁いびりなど，ヒ体て．も家庭内暴hの歴史は，li

い．LかL，現代の日本で家庭内暴力というこヒは．

かU常的に使われるようになったのは，近年にな．J

てFビもの，親への暴力問題が］立ちはLめたのかき

・かけで．ある．

　昭“U37－38年ごろから．相談機関の窓Uに奇妙な

相談か持ち込まれはしめた．きちんと学校へも通一・て

いるし．成績も悪くないし，いわば外で’は問題のな

い∫・か．家で’は母視に対して殴る，蹴るの暴力をふ

るっという相談である．警視庁の少年相談室では，

これまでにないハターンの問題として「家庭内暴ノ1」

という分矧を新たに設けたという，

　あまりの暴力にたまりかねて］10番すれは’，訪ね

てきたお巡りさんに当のr・どもが応対に出て、ケロ

・ヒLた顔で．「なにかあ一．，たので’すか1と聞く．お

巡りさんは首をかしけながらその場を去るヒい・．・た

場而が．そこらて’見かけられたようで．ある．

　二の問題は，昭和42年には新聞や週刊1；志にも取り

Ilげられ、それをき一、かけに相談するJi法をkllらな

か一tた家庭の問題も表面に出てきた．

Lt．背景

　r』どもの暴力の問題を也えてうろた；tている家庭

の状況を．よく調べてノメると，構造LのIPみかみらIL

ことに母r・関係のあt）方の1用題か1：［1象㌻iけられる．

この点についてもう少しくわLく触れてみ．よう．

　昭和20年にH本は米国にt・1．してほ伏L、建国以来

はLめての敗杜を経験した．ii曳争末期から終岐後数

《r問にわたる物質面での厳しい耐乏小活は．世人の

、記．「意（二’Lなましい．　しカ・し，　J±）｝ミ曇力勉な匡Ileヤ1三をも

つ日本人は、終戦直後の焼け跡の中からトll川1｝｝建の

意気込．みに燃え，徐々に1日JJを回復Lてい．・た．　ll～｛

和25年にはLま．、た朝鮮幌争に．よる特需景気か，大

きな足がかりにな．．．．たという．ことに昭和30年代後

’ドにλ、．・ノてからの匡1家経済の「自i度成長ふりはめさ’．ま

Lく．これに伴う日本の杜会変動の激しさはi目二界で

も賄をみないといわれる．社会変動の影響を　番敏

感に受け止めるグ）か若い既代たから、いろいろな，肖：

少年をめく．ttての社会問題か醸成されていったのも

’e

l然の結果た．．・たのかもしれない．非行．シンナ・一

「～



やiii』．Il／，と剤↓など1ア」薬物による遊び，｛交内杖戊J、ド1段、

ζ激1．［否一L・射Tiなど．などかぺつぎに‘1‘題にの1；”．．．く

銃．家庭内1剖」もそうLた話題7）1つ．で．ある．

　終・i轍川体が体脳ILた社会変動ノ）ヒ：・は、家庭

∫ハ1・「㌔・rj．ロソ）’変↑ヒ・で．．［づ！ミ，　コこぴか．ニト友’フミ昴ミ↑ヒ1．戸i亘三・LI｛’　［1㍑刊1

51．｛卜1．‘乏ソ．”，1［‘1ri　tfi－f．（よ　l　llレ吊二・．1／三．f・J／s［i：二：i．：：；ノ＼ヒflむ㌦if’1．
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な．、てきたtいえよう．む・Lろ，「♪とリ・．．ノr．や末・．・

　ビ「か．ふえた．ニヒカこ1つごハ川．」題．．．こ』’．おる．
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　　父脱は職場で．はイi能なノ＼て．．あ．／．こtノ、仕右力疲れ

もあろゾ1か家で．：．」余‘…トな日を・きか鋤1・〃ご硝い仔／1．で

　ある．二とか．多い．1．り：ヒ」’・の㌔8二昌‘〒Lすぎ．た関｛系に内七・

　の批判は．｛’戸．’ても，［1に出十ニヒをたダ）ら一・，てLま

．）．後ろ姿一：．．物を教え～ほいわれた峠の父｝　とノW

蔽は．／i・．は．・｝ミめlll・べくもない．

　　国民ノ♪所．得が．三．え、貧富ノ格祝峡圭一．．．て｝・た二

L一も、kこな特徴で．あろ・ll．視代川：体で．は・［［／1民の

　‘．1川・旗か叩1元｝C芭1ぷをも．．．／ているといわ》．1．る．中流・む：

　1蔽をも．．．ているか・’ハ　」『・弟に1．分な’学歴を歩圭せよ

s

　いじめ方もエスカレートして

うという：則待も強くな・d），　ゴ・竺．もを’受騒rニハためゾ」緊

張に駆．iい’．ノ：．1こる家1江か．ふえてきている．

　．’y・．校教育のあリノ」’　L忘れてはならぬ…腿／川つで

ある．1∴i度成長li与代に1．t’re業ソ．）第．・線で．はイげ彪な敗

才を待望するニヒにな・る．学．1輻教育ノ｝∬～．LI．［．tも襲才教

育にLばらね．．学1ぱ陀㍗1エと．．．　tt’ては居L地のよ

、．・IH／，““たが．や・・：・能加LJに妃．」．なーL．・呂1とか、志．．．・1：

儲ち二ばれた巨「もたちにヒ．㌃：はぷ1・’ド．コ山二・

地力想い場帽二4・．．．；て’iた，二．〕Lた音巳1：llln巴ン唆

化かいろいろな1‘i．少年プ澗題つく川二．．阻．｛・．・て

くる一「κナ．にほ狙：1・』収‡シ．．ン＋一や即il礫妙で

憂竺1］1トrらLを「＿た1｝、　ク．「L一フで．II⊆’tや．‖≡i］．．に走．．．

たりする．やべ．・能ノ」［［t）に皮：ま．な・L．・「．ビも：bj．易．r㌔　Ti1

：．1－1’川ヒ学．f「・旭むにつれ、それなりの努戊」をは

ら．、ても期待L抽文果か得られない．二と．で．挫川感を

持ちはLめ、次lr～にいご㌦ちを侮〆．・，．部の拙家

庭内暴．力をふるうi］．皮目にな．、て（る．
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てめえなんか死んじまえばいいんだ」といったこと

をUにLつつ．ける．いってみれば，被害者の意識で．

加害者と．XJ’える親に対して暴力をふるっているわけ

である．

　なんとなくいらいらしてみえる状態から、いきな

リ親へのza　，　；’，物をこわすといった暴力か．はじま・．

てくるわけだから、母親の．・ヒ場としては，受験の緊

張で汕かおかしくなったので’はないか，と考えてLま

うのも無理からぬことかもしれない．しかし．幼時

からの親r関係にさかのばってくわしく事情を聞い

ているうちに，次第に本人の心理状態の輪郭が親に

ものみこめてくる．

　母視の過保、悲過1．i渉な接し方が．　r一どtJのドいヒ

に向かう健全な精神発達を妨げ，依存的でひ弱な人

格にしてしまってお1｝，母親の過剰な期．待と実力ク）

アンバランスから挫折感が芽生え，次第に肥ノcして

どこかで爆発してしまうわけである．

　彼らの多くは緊張した精神状態の中で．，神経症的

な訴えをもったり，心身症ll勺な症状を・」こしたり寸．．’る．

たとえぱ，激しい不潔恐怖祉1状を示す例が少なくな

い．父親か本人の持ち物にさわるのを「汚ない，さ

わるな，と激怒したりする．身体的特徴とか外見に

極端なこだわりを示す例も多い．

　顔面のニキビの痕跡に二だわリ、「美容整形をする

から金を出せ．このままで’はおれの人生は‖1宝闇だ‘

と騒いだ例もある．幼い時の骨折のくっつき具合か

．みっともないからと再手術を親に迫る．「． 背がf｝kいの

は親のせいだ．どうしてくれる」と荒れる．

　慢性的に胃がもたれる，下痢する，便秘する、頭

痛がするなど心身症的な訴えをみせる∫’どももいる．

tH界一・’）‘Ll．仰．ξ1：i斜

4，　治療をめく「って

　本人か気にしている愁訴を予がかtjにして，受診

をすすめるか、なかなか成功はLない．

　彼らは要するに槻の誤ま一，た養育の被害者なの

ノこという考Lえで鉦［カこい．パξいなのて㌧お’．ノて，　だカ・，’ノ

もL治療か必要だとすれば．、それは親のほうでr｜分

たちで「はないと杉えるわけで・ある、

　r』どもの家庭内暴力のllf］題は，最初．外では問題

7）ない∫・だか、家では舌L暴の限りをつくす奇妙なr・

どもク）問題とLて登場してきたわけだか、17－18年

の経過のtlTでだい．；：tik　r・も違．，てきた．

　昭和53年1月よリ54年8日までのあいだに、全国

の婦ノ＼補導貝が取リ扱．．．た家庭内暴力の’拘列は、警

察庁が実施Lたアンケート1凋在1表1〕によると総

表1　男女別
tr

　男　　　f・
．　一　　　　　一　1

：　IA’　　f・　1
‘一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　

」一

　　合M’　　1

857

1り4

1．“5．1

　　　　　　　1　比　　 率㌦’〃11

L　SI・5　］
‘　　　1ド．5

　　1tlo．（］

数は1．（［5］例で’あリ，男女別では男r一が8］．5パーセ

ントと圧倒的に多数を占めていた．さらに，家庭内

暴力とほかの問題行動との結ひつきについて1凋べて

みると1表21、杖初からの話題で’あ一．，たいわゆる‘外

では間題のない了・」ソ）例はわすかに］9，1’一セント

にLか．過ぎず．た．半かぴ校拒否ヒかJI：行を伴ってい

る状況が数のうえで．は．，きりLてきた．

家庭内暴ノ沙年の1端は．なかなかイペがi自療の

場に姿を現きないため，粗の相談にはじまリ、規へ

の治療的働きかけのみで．終わることも多く．それだ

けで・応の治療ILの目的を達することも少なくない．

9



表2　暴力の類型

　治療に際しては，治療の目標とf後が問題になっ

てくる．ようするに，どこまで治療し．治療したあ

とがどういう経過をたどるかという二とである．

　親は当然問題の早期解決を期待し、即効薬を求め

る．しかし、15－16年かかってllぽミ．ヒがった問題の

解決には、やは1）15～16年かかるものと覚悟してほ

しいと巾し渡さざるを得ない．

　家庭内暴力の場合は、まずr一どもの暴力行為自体

を鎮火させる万向に治療の焦点が向けられることは

当然であろう．そして．親の考えJi，あるいはr一ど

もへの接し方について具体的なアドバイスを与・える

ことで．比較的短期間のあいだにこの第1目標への

到達に成功する場合も少なくない．Lかし，最近の

ように登校拒否を伴っている｛9ilがふえてきたりする

と、暴力行為はなんとかおさまったけれども、その

後麟澗家に閉じこもりっき））の生活が待っていた

　りする．定期的に規と面接を重ね，本人の生活ぶ｝〕

の細かい点を報告Lしてもらい，気辰に治療上の方向

づけを検討していくことになる，

　暴力行為がエスカレートする一方で’，親への働き

　かけだけでは十分な期待をもてないとき，人院治療

　が必要になる場合も生じてくる．この場合，なんと

　　　　1　　・1・工
　　　　十　　　164」

　　　　f．L　i．。51斗

か病院まて’本人をよこしてもらい，長時閏説得すれ

ば，入院についての本人の同意が得られる場合が多

いが，最後まで同意が得られず，強制的な形をとら

ざるを得なくなることもある．とにかく、来院した

本人にはじめて会ってみると、r罰三1いやせた子ども

て．あったり，身体だけは大きくてもおどおどしてい

て、まったく威圧感を感じさせない．f・どもであった

りする、なぜこの子どもたちにああまでおとなで’あ

る親がふりまわされねばならないのか、と．首をかしげ’

る上易合が多い．

　暴力的な緊張状況を回1壁するためのごく短期間の

入院は、その後の親子関係をかえ’・て悪化させる結

果に終わるだけのことが多い，入院させた以上はあ

る程度の時間をかけて本人の心境の整理を手伝い、

集団の中で’生活訓練をすると同時に，両親に対して

も心理的な指導を熱心に］．’i’い．SU・’f・関係の改善をは

かっていくことになる．定期的に本人．家族，iイ～療

者が集まって合同面接を実施し，その場でのやりと

りの中から、治療の進展状況を打診していくことにな

る．

　家庭内暴力問題も治療上の話題になってから、17

～
18年を経過しているわけだから，．一応治療の予後

10



について語一、てもよい時期にきているわけだが、こ

の問題を長く手がけている人に聞いてみても、まと

ま．．．た意見は得られない．治療後の連絡が絶たれて

いる例が多く、また問題の性質上，予後調査の実施

も困鮒：なためて．ある，

　アメリカでの家庭内暴力

　どうやらアメリカて’も家庭内の暴．力問題にはr・を

焼いているようである．197・1年には「Viotenee　in

the　Family」という辻会学者の共著が公刊され，ア

ノリヵで’の家庭内暴力の実情が報告されている．

　アメリカの家族社会学の権威者の1人であるStra・

its教授に師事した熊谷文枝氏の報告によれば．アメ

リカでの4こ国的な調査の結果で．は、10のうち1つ，

つまリ1割の家庭が家庭内暴力の問題を抱えている

ヒいう一熔的にはいろいろの働肋・あリ，児眺

待、ノこ婦問の暴力、年老いた親に対する成人した］・一・

どもの塘力などがアメリカの家庭で’はみられ，この

点、洋の東西を問わず、日本の場合と大きな事情の

差はない．また未成年者の．親に対する暴力もふえ

てきているが．これは日本の場合とは内容を毘にす

るようで．ある．

　アメリヵの場合も社会変動は激しいわけだが．と

くに1960年代以降に生まれた物質文II月重視の若1者文

化は、第2次大戦を体験した親とのあいたに越えに

くい溝をつくった、

　そLて．アメijカの青年の解放／l勺な男女交1祭が規

　グ臆見の争点とJ：・　1）．エスカレートLて約川汰

　なることか多いようだ．

　熊谷氏はさらに，教育制度と教育内容の相違から

tli．界の児巾ヒE：tti

アメリカでは目本と同様な形でのfどもから親に対

しての家庭内暴力はまず存在しないと思’｝と述べて

いる．そLて．頭でっかちの不発育なだだ・、f・を生

み川す日本の教育制度と、ふつうの頭だけれども，

均斉のとれた健康優良児を社会に送り出すアメリカ

のそれヒは，　どちらが望ましいかはII月らかだと痛烈

に、日本の教育制度を批判している．

　韓国と西ドイツでの家庭内暴力

　小倉沽氏は、197S4にメルポ几ンで．開かれた111｜際

児童精栂1医学会での、；ナ論に参加し，そこから得られ

た印象tして．母親に乱暴するr一どもかふえている

のは日礼韓国、西ドイツであると．述べている．そ

して・高度経済成長、高’7：歴志向．勉強至卜．C義の

教育などか：Sつの国に共通した構造で．あるt，その

背景について指摘している．この点については，い

またに文献を人f’で．きず、細かい’桝削まわからない

が興味をひく報告といえよう．

　おわりに

　「光ある所．陰影深L」という．

　凹かな物質文明の陰で，圧縮された精神か発する

叫びから顔をそむけることは許されない．日本が生

み出した奇妙な社会」乳象といえる家庭内暴ノ」の問題

を中’L・に，わかる1範1用1で，諸外1｝」の・F十1‘fにも触れ私

見をのへてみた．

〈参考文献〉

　「iL　1’i　U・L：　i4L：iC’°，　Fl．収1；｛キリ／1，！rt　li1「｛．フ7，　N1‘川7，　IV∵y』

　「卜（r　・ト’iゴ肱1榔，㌔神1㌔・．1芥頑Ψ」1’lfi1，1｝t“r，　tTiFl‘，

高）乱茂tL：「ぷ吐「t→4Jj［’聞tる渕W研究，靴蝉仰さ゜‘・レtl刈策4、部．

　　　　…8t」層
sL・u・n｛・K．：t“ium“（i，hlurr・｝’A．Strn、。：

　「vtt‘lonc“　　 irl　　 th《．　　 ドnmi｜y　’　～lllrFer＆ ］1■，W，

　1｝uU‘sh・・rs，　ln《・．．　N・・w　Y“rk．1974，
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特集・子どもの暴力

日本の学校内暴力の現状

ソ「1　　　　　さわ　　　　　　ミさ　　　　　　こ

大　　沢　　正　　治

教育庁指．導部叩学牛※教育指導謀
指導．1三’狢

　｜．　学校内暴力の実態と傾向

　最近，　ゴ・どもの暴力に関する「｝C件かたびたひ．マス

コミて．報道きれ．，阯の関心も寄せられている．」1‘件

の内吉や性格はそれぞれ異なっているが．f㌘ビもが

相圧に、また視や教師を含めたおとなに．t寸Lて暴ノ」

をふるうという事件が多くな一一tてきたことは事実で．

ある，この．ような状況にあ一．1て，ここで．は学校内に

おける．r．どもの暴力に限って述べたい．

‘：U集1司による↑r動の増加

　暴力をふるう生徒たちは．その多くがグ」L一プ．に

よ・，て行動している．そのグノし一フ「も長期間lrilじ仲

間でというよりも、離合集散のはげLい変化の多い

グ1レー一フ「 構成で．、そのボスにあたる生徒は・　llL，1　t？ヒ

他のグIL一フとかかわっているという状｝兄か．みられ

る．二の点については．従来よくいわれていた番長

を中心にしたなわばリ的な組織の動きとは少L違っ

ている．ように思える．暴力のふるい万も，T’ド｛二あ

たる者が行動し、｛11心的なり一一タ』．一は指示をLて自

らは壬をドさない．

｛21組織構成は広上或化し、　LFのつなかりをもつ

　以前は．学級の中で．のグルーフ．か中心であったか，

いまは他学扱、学年をはじめ他の学佼や．ヒ1；のつな

かO．つtリ小一中一‘L”1やさらに校外の紺織とつな

かる二とが珍しくない、この上うにいわゆるバ．ttク

かあることから生徒は教師の少しく’らいの指導に対

しては1之抗し，指導に従う態度を’1こさない．二の点

は学校の．呂：しむ・問題て．ある．

B）暴力行為にかかわる生徒の層が増1」11してきている

　暴力をふるう生徒は，生徒相ICk・j」教師にかかわ

らず校内の特定の生徒にかぎらず，指導にあたった

教師が驚くような生徒もかかわってきている．もち

ろん．問題行動のおそれのあるような生徒で・日ご

ろから指導をうけていた者か起こす例も少なくない

が、かっとな一．．てやるというような行為の場合はそ

の1列ではない．　二ういう「｛吋走は、　日ごろからiれナ11

身か何らかの悩．みや．不湛1をもち、それを発散でき．ず

にうっ枯した状態にあるのが、なにかのき・．．，かけで

暴力にいたることかある．このような状態の生徒は

暴力を．；．、るうまで．いかずともかなリ多数存A：するニ

ヒを知．．．ておきたい．また，女．∫生徒の数t多くな

一．）ている二とにも川Hしておきたい．

〔．工｝暴ノ」のノ∫法に危険力・つ陰湿なものかみうけられる

　暴力のふるいノ∫が，以前のようなげんこつの殴り

合いということだけでなく，器物を使って殴ったり．
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急所をせめたりするなどかなり激しいノf法がでてき

ている．いわゆるけんかのルールを知らないという

か、少数の相手をノミ勢で取U囲んで暴力をふる・．

たり、相手か抵抗しなくな一・ても、なおかつおそい

かかるなど．行動をはじめるとプレーキがきかなく

なるような状配がみられる．また．少数の弱い者を

ねら一．ンて事あるごとに，同．一・の者をいじめる，逆

にいえば”いじめられっヂ的な生徒の存在も特徴

のひとつである．

　2．　行動の背景

　生徒の暴力の原因や背景を探ることは．簡単に．み

えて困難な場合が多い．その理巾は，行動そのもの

が暴力だけにかぎらず，複雑な問題がからんでいる

こと、家庭の問題にかかわってくるとその真椥か追

及し（．二くし・∴1叉，　また’仁6〔トコ身の．｛ε1識にも［り師雀にそン〉

要因が判明しないなど多くの問題があるからであろ

う．しかL、暴力行為を含めた問題行動グ）事例の分

析により．ノく体次のような要因が考えられる．

川生徒のもつ心理的な問題がうっ積している

　生徒はド1らの心のうちに．さまざまな悩みやイミ安

をかかえている．たとえば．、学習成績のこと，友fs

関係のこと．自分の進路の二となど．人にはいえな

いぢえや迷いも多いことであろう．それに加えて．

幻川からの家庭て．のノ・［III関係、とくに父母の遅育態

度から育てられた神経質な面，わがま圭，n己を押

さえる力の欠除、1耐性の低さなどか関与して，Vl分

ソ｝もつこク）ような聞題のはけ｜1やノ∫法を知s⊃）ずに日

を過ごLて、自分でもF期しないときにそれが．m　11

などという形で爆発してLまう．こうした現象を杉

臣十vr＋ノ‘．尼盾≧［，i††

えたとき．行動そのものは突発的で’あつても、その

要因はかなり長期間にわたってa，　ckえ，育てられて

きていたこと．そLてその過楳は多くの生徒のもつ

ものと同質の傾向と」・える．

⊆）心の友や師にめく．bJあ一．，ていない

　生徒は人間として．親友とか先輩，信頼する．魁師

とか．おkなに会う二とを待望しているはすであり、

また周囲からそのrをSLのべてあげ．なければなら

ない．ところか行動を起こLた生徒は，友人はいる

が槻友て．はなく，教師やおとなとの接触も意外に無

器用であリ日ドFである．一’定の人との交流も長続き

Lない．また、尊敬や信軸を・ll仙勺にもてる人に出

会．．、たとしても，本人は相r一か考える以1：に神経質

で過敏てあり．好意をもつ相f＝のふとしたば動をr1

分に対する悪い感情の現れとしてとらえ、ひとり

よかりに解釈Lてそソ．）人から離れてLま’）．こ刀よ

うな生徒か．よくもらす”無視された一tttこけにきれた”

などということばの中に、小きなヒげを．J〈きくLて

白分1’｜身に突き差し．そのド1分に怒る姿を感Lさせる．

1川非挑会的な問題をもつ’．ヒ徒も暴力に無関1系．ヒはい

　えない

　暴ノノ｛tZ，）’そのもソ）∫よ，1疋‡111S　tl　tJな子」’動y〕LILL　nltl　lこも

杉えられるが，それにかかわる生徒の寸’べて〃、　も

ともとば社会r白な要因の、みをもつ者ばかりとはいえ

ない．たとえば、最近多くな．，て」．，るぴ校拒1㍗ノ）生

徒の中にもさまざまな形でこれに関与・してくるこヒ

カ「・ク）る㊨ “r：｛£ン＼こなし・ヒ」・r〕ことの｜巧〔lklカ’，　」’t，1こN】

ef．症的な登校恐iη∫であるならともかく．耐性力低三

や学佼に対するイミ満力はけ日ヒしての欠席なら，お

おいに、行動の‘1∫能性をも一．，ているといえよう，現
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に、・’ 1：：校を欠席して白”tで・家人に乱？鳥する’札｛列も多

いニヒから、この点に注1．」しておく必．要か．）＼で．ある．

〔．n小徒の心と体のバランスがとAていない

　現．（1．、．．．般的に生徒の体格はl！lL．に比べてノ＼1幅に白］

レ．Lている．　しかし、体格はよくとも．f．4　JJはそれに

t’ド．．・，一ごL・な・し・者・カ・．多し、．　v、うなネL〔よ1f．本夕’も’：・．ちまL

ている状態．ヒいえよう．　またf本か人きいこヒヒ、・L・

が．それに伴って成1．．～1＿安定Lている二．ヒ：よ．必すL

Lも・致しない．このよ：）にバランスの‘これない状

況におかれた生1、ヒかどのよう好．えを．．もち、と．1ソ．は

うな1．1．’動に出るかは想像で．．きることて．．ある．Lかも、

．L理的に追い一．．．・められたとき，発伯澗な1．1．為｛二いた

る二とも容易に考えられる．

5）学校は否想11i‘1加にわたっての実践．の場となる

　　集卜］1による暴力行為は視点を変え力ほ．、　ク．ル．一フ

による活動ともいえる．ただ，その目的や．1．i’動ヵ・．問

題である．しかL、現在の’ki．じたちはク．．t．一・フ．で．学

習したり、発表Lたり、作襲するという．よい意昧で

のfた戊」を」．」ち合わせているこ．ヒもぢえると．”lt二校と

いう場は牛徒たちにと．、て、　ll二．．ろの「「．1己の．考．えを

実行Lていく格好の場で．ある二とをFi．呂、li．iL　Lておきた

い一腿はその川i蓮っ川隈やフ．ランをプ：　’：たリ・

　協力する万向を」1書iみと．．．・ていくノ∫策の人切さで．ある．

　鳴γ家1建の問題に・lul’することが」i三常に多い

　　11仁．て．・て．きた．よ一）に，“．kJJ3i．為の現象そ．ノ．．，s．のは

学校て．1あ一．，たとLても、その要因は家庭：とはU」り離

せない．

　　　多くのΨ1例で．は、問題生徒グプ家．庭力～放任で．教育戊∫

　引．も不明確て．あるこ．とを語っている．二．のよ’）に．1：．

体性か乏しく．最悪グ場合には崩壊家庭．のような．ヶ
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　元気に騎馬戦をする子どもたち

．一

ス：ま、lllil［．，（1．とL．一〔う」X’ずけるカ．c、　ざらに11．｜．｜題を’！．』≦

する・1．．・i．｛列とL一こは、趾か．↑而fll確見汐．｝．i．±いヒい．〕、：．’：場か

ら、学校の協力依‘91’（を拒んだリ，余銭て．∫．どもに満

1亡を㌦える．ことに不ド1然さを感Lなか・．，たりする場

合て．．ある．　ニソ：｝kうな1列て．．は、家庭，ヒLてヅ）あたた

かさが少なく，一万，本人には．進学や成W．iな．ビにつ

い・．ry），ie．阯．1レな捌i．㍑かけて，’杜め、　r・．ども．ノ戒ノ＼や

行・動にr渉L．て．∫・どもノ）健やかな成正．ミを1’1ら阻．川

Lている，　ゴ．ビもは帥i親に．．ヒ．．．．．て，　おとな己ゾ．）考．ズ．た

人生観．のわき役にしかすき』．ず，　i三体はつねに）こ婦．の

白分たちで．ある，などという．杉えノ∫か1’・どもグ）ひすみ

4．．一生1．；さ．せている．

〔7地域やマスコミ・n　tj・える杉．響も火きい

　　，．1ゴ走力．・．．・．i；．）：［ri．］．1る．1日．：ノ1うち、”｝s：校で1の生1．陥をカ’リ

にS時・間IL，‘．」度ヒすると、残り．J）16時llil［・よ家庭や地域

社会の中て．．牛i：［㌃Lている，そゾ）聞声ト．徒か1うけとるマ

　スコミ．ソハ‘1．‘‘S．幸1．とt、tl．i．1う．戊くなも．ゾ）1ニプム『4・　L｜．f’｛ijill証損イ己．：二よ

．．

，ても一ぽ［た口・これらブ）．1．，部に．よ．．．・でil堺をう

け、　行動にいた．．，ているIJI容も多い，個々の艮］本1列

　を｝生べる圭で．もなく、耳と在ジ）二のような杜会塔1境に



よっていかにf’どもたちが害され，被害者となって

いるかは詳述するまでもなかろう．

　3．　対策の主なもの

　暴力h為をおこLてしまった場合と，おこす以前

のr：当てとは，緊急措置と早期措置ヒL・う形で．その

性格か．かなり異なる．ここで．は事件が生七ないため

の方策について述べる．

閨学校教育全体の中での指導対策を実行する

　問題をおこしてしまう生徒も，そうで’ない生徒も

だれもか楽しい生活を夢みて学校へくる、その希望

をます崩Lはじめるのは毎日の学習，つまり各教科

の勉強で．あり，友人であ＋］，自分の将来の進路であ

る．勉強がわからないことが，暴力につながること

はノ（きな［1；｛因である．ここをよく認識して、学校は

L年間グ）教育課程の中に計画的に生徒の指導のため

のノノ策を位置づけておくことが必要である．たとえ

は’．個別而談．家庭訪問，進路相談などいろいろな

形で生徒とふれあう計画をたてる．

　また、’k徒の心身のバランスのとれた成辰を促す

行’芦や活動も適切に組み入れて．変化とリズムのあ

る学校生活を実現できるように配慮していくことも

大切である．

（2）一致した校内の指導体制が功を奏する

　学校には10人の理論家がいることよりも5人の実

践家かいて動いたほうがうまくいくことか多い．報

；1；’判列のうち、成功した事例の中で共通Lているこ

とは、学校の教職員が一致したノ∫向をr解し行動し

ていることである．このように一一体化した指i尊体制

の恨底には、一人ひとりの蜘1　の生謝鱒に対・する

出卑の‘杷帝ヒ趾性

共通理解、生徒を思う深い心情などのほかに，自信

をもって指導にあたることができる安定感がある．

この安定感は父母や地域に支えられる面が大きい．

問題の牙二を小さいうちにつみとリ，毎日毎日の積み

亜ねを大切にしていく体制づくりこそ急務である．

（；り教師一人ひとりが生徒の心とふれ才）うための心が

　けを積み重ねる

　心のふれあいとか，心の交流とかとなえられて久

しいが．はたしてどの程度すすめられているだろ’）

か，教師か．生徒ヒニク）よ・）な関係をもつためには、

話術や話法の研究と実践とともに，心から生徒を理

解L．kうヒする星’・↓剣な心がけをもたな1ナれば成・ン：し

ないで．あろう．そのためには，まず教師か授業〔K

教糾や道徳．特別i‘‘動を通Lて）を毎時閥、質の高

いものにする努力を怠らぬこヒからはLまる，いう

なれば生徒．一’］kひとりか何らかの感銘をうけるよう

な授業の展開か望まれるわけで’ある．

　生徒は）ヒ生に刈’してやきしさだけを求ダ）てはいな

い．多くの調φ1に．よれば、生徒にピ，て光’Lは∴’け

ヒめがあ・．，て、きひ』しくするときはきぴ．Lくしてく

れるような人・・・…－tをのぞ’んている．　きびしさをも

一、て’i”徒に接して成Jカするのは．11々の実践かあ一，

て生徒とク）信頼関係力く成・ン：Lているときて．ある．

口1情報の収集がヒ千て．，かつその利朋もヒ］三なこと

　学校力．i生徒を通Lて．　また地域や父母から得る情

報はILいfcで．ある．圭た違った意味で．は．関係諸機関，

たとえば怜察や少年センター，児童村1淡所などから

の情報も人切である．二こまて．はたいていの”1：校は

よくその収集対象ヒして努力するか、　きらにた切な

情報源1しては．教間iのもつ情報で．ある．教師のも
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　ギタークラブの子どもたち

っ硯察によるデーク、　’ヒ徒について力．1．，li報のIll：は」卜

常に多いヒトrl川に’11「iノ｝高い㌧乃て．ちるL．　撒たそう

てちらねばなら・ts・L㌦二のような．晴報が1111骨に流力

る．ように．t．るには、　ll當から力川／1：のノ＼間lV，］i系か大

VJ．：・’t”　｝，こしはい．：・まて．もな’い，

　収集した・情報k，一　，［，．かすニヒも疽要・なlk術で．ある・

二わノ1．効1．111．1：」：二．］一．｛’b’、るt：v）に、Ll’：．Wli：㍉；義やi追｝籏：ヤ

をもつニヒもkい，　：た，．情報を一．括Lて．則断．．」．る

ためカンステムノろ駝「，．tも効リミかある：㌃・、最後ノ痔㌧ず｝

r・は・・rtひヒリ川祉をピ．川↓破圭’．はく蜘．ldjが川

解LてL．るカ・に．．1．，lit．．「るて．札ろう．

川家庭のもつべき”τ担L：1実川について．．；ノ：綻なビか指

　　lt［．1．．丁る

　　・1・「例の分W．ノ．）｝～、‘i果ては、京庭力問題か「si日）・1ヒな．’

ていろことは先に述へたか．J〕↓r仁：は家庭ヒ”劃．’t・う：

同．正淑に一…てLかま漣．．．た1・．1‘’・1でそk．　．’e’tl・川1

果の少ない結似をヂ）ごLて努力Lている例も少なく

な」・．　たヒズーは．，　家庭て’1］f：’ll’｛をこ｝ウ・んにさ：せ．る　’な・

い，わゆる兀本的な蔽ヒi占］↓ナ1質を．了：伎に1旨；‘．1ざ．せたり．

Illll食も㌦．えすにゴ．　t’もを’了：佼へロリ出「＿たリLてい

　　lf；

る．．二のような混乱を枠理Lて．学佼が個’～刀家庭

にi’iして｛］と∬［1を1］1］郁：にLて分］．11させ．ろことかホfン

トといえより．∫・ども力食」拮についてト分にik己庖L

てもらうたけで．も］『・どもにと．．て．たいへん㍗．／2’

な．二とになろワL，かつ栄養か」’・とも力発ず：はもヒ

より、行動や考．三．．1バニ圭で；杉’川するニヒは身を’し

て’［・IIることて．．ちろ．）．

［［i｝地〕或汁会力t」つ教育りを旭域カノkが1「じi辻L行動す

　　る必要

　　ある’1’日列〔．は、｛’k1’s］is一力lb多発Lた．1七校x｝1’也hlkて

住民が．］本化をめy・L’て、［「月グ）環」寛iPttに乃りた‘・．

たしニノ、、日にみノ．て｝CJ」が1成．・てきたL’い‘）．場

1i斤．か．’y：校てち一，　t：もそ〃け体は家庭｛t地域て㍍るニ

　ヒかビハ　ニノ」結‘壮にはうな」．：「る点も多い．山三．敗杜

会：力上戻境ノ）浄化；±べ’さLいことではな’いフか，暴力を

なくすためには非．ll亨に大VJなことである．問｝題ノ）家

庭力・日分のゴ．竺｛ノをド1分た㌧ノ）’1ばド〔のわき没ヒしrこ

　‘カ・担ξ．．．ていないとlli］1藻に，1．也」或ゾ1／i・1］已も］山人．ηニ

　ヒヒLて［川題行動にiLtを・ふみ人れ撒．’）とし．．：いる「「

どもたちにr・］Lて、見’現ぬふトばLているくノ〕では

　なカ・ろうかとも思．〕．＾’ひと㌦i運垂）」”て．も’tたば二や

　不良‘｛丑晶．ノ〕川三助1［f〈・rこ機捕t上“．て．しなんてもひヒつし1

　レつカ・．’〉．力村i．み・r：ねカ・」力をイミする．ニヒ〔二つなかる，

　以1．．∫．ピもの暴り、　Lカ・も汀：校におけるニヒにカ’

ご．，て止ぺは‘二めたアソ・，結局ば．』；’・｛‘〔・’堺へ、川題

：な・ぽ伎Lてい，∴：ようて．ある㊨　ゴ．ヒ．．もたちが1［［も

［11．（おヒな‘こ・体にな．芦：生活　 L・をも．・とも．」く

切にLた生活　　 を実現ざ．せ・t‘．；、ご．r・ヒ’もは．「ばらL．

L　　　 、　　　ノ　 戊　　　 ヒ　　　
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1十1wl　tt．‘1↓巾㌧1ii刊

特集・子どもの暴力

日本の子どもの暴力
●校内暴力と家庭内暴力

小
　　ロハ

泉 英

柄部口教育酬究［リ　．相、i集部k

　llr｛S［｜55：卜1まLiT”」’：”1”ク）杉［1勺3是ナ」ンり1㍑］題力・1司≦ごよセジ．t・

一 ＋リスムで大きく取り｝：げられた年である．　・IJ’，

数年前から各種ξ11談機関では，中学・高校生の4ミ庭

内｝肋のケースが漸九礼、↑ll母殺Lや「・1磯の殺二iに

い’川じて事件化Lたこともあ・－tて．世の祝たちの注

目をあひた．

　．二v’）ように．U本の思春捌のドどものiよ　IJかにわ

かに問題化Lたのは、どのような理山や原因による

ものなのか、また，校内暴力と家庭内k一力とは異質

ihものか、それヒも1し通の病根をもつものと考えて

よいのか、ざらに．H本の了．どもの暴力には．外国

と比べて［lrig　iltJともい一．てよい特色があるのか，な

ど！いう問題はいまやだれもか知りたがっている舷

大関心事ヒいってよいだろう．

　もちろん、この問題の分析は容易なこヒではない．

それだけに多くの人かそれぞれy），：’：場から推倫や評

論をLている段1；皆で「あるか、こク）ii・1論も．　［’1分〔1身

の臨床経験をもとにLた］つの私見にすきないこと

をお断リLたい．

　．暴力事件の数的実態

1．校内暴ノ」

　ひとくちに校内M－　JJとい一，ているか，内吝とLて

は次の1つゾ）仲類か．t’）るといえよ一｝．

　「．1．ボスベ｝7．ルーフによる級友ン）リンチi・］・’．γ：校な

　どにもみられるttいLめ．．1’．．いLめられ、1∵’

　の問題もfrめて）

　「二’じ徒1司1：のけんカ・

　‘1：i‘借kなどグ川、”ltSC　？｝・・相丁，二の場frは校内た．　l　t

　・こなく‘学校同1：プ」比・1．、ls：や杖川・」．1なと．外謂1勢IJの

　・ri、　　人　　

も
　
　 ’2S　　　　な　　　く　　　　な　　 L

　
　
L
　
．

　｝教師に刈する暴力1「件

　警察庁刀発表Lた資料によるヒ、1眉和54年のliF

間に’7：校内で．起きた暴ノ」事件は1．2C）8件で，そのう

ち教師に対．する暴わは，232件ヒ前年よリ41件も増

1川している．昭和55年L半其llrl月～r川いのk．j．教

師暴jJ事1牛は140件て．前年同IVIに」’ヒLて46件．48．V

ハー セン1－〕？｝と報1午され『こいる．　ニグ）数’］’二は．警察

か事件！Lて取リ扱ったものだけで1あるから、実態

は公☆数字の数卜倍にク）｝よ．るだろうと警察庁は“£　，ll’

Lている，しかも，問題はたんなるlll：的な増1川だけ

で．なく．警察力の導入による解決を余依な．（される

ほど、質的にひどくな・tているこヒである

2．家庭「勺暴力
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　家庭内暴力は．広義には親か∫・に，あるいは大婦

間の暴力もすべて含むが，狭義には一∫・どもによる他

の家庭成員バ三として母親や弟妹）への暴力をいう．

Lかも，家庭外では，まったくふつ’）、もしくはお

となしくてよい」’．とみられているf・どもが，家庭内

ではほんの些細なきっかけから殴る，蹴る、物を投

げる，家只や食器類を破壊するなどの乱暴をするの

が特徴て’ある．

　こういうケースは，親が相談に来所しなければだ

れにも知られないという意r1未で．，実態を数的に把握

することは困鮒である、私が教育相談の仕事をはヒ

めた昭和33～34年ごろは，年間に1件あるかどうか

というくらいであったか、昭和M年度の都立教育研

究所相談部で扱った数では，家庭内暴力を主訴とす

るものが19什，他の寸三訴〔たとえば登校拒否）に附

随して暴力のあるもの38件，合」†57件に及んでいる．

　2．最近の傾向

1．校内暴力について

　廿でも，ガキ大将による弱い者いじめや転校生を

いびるなどの現象はないわけではなかった．生徒同

上のけんかにしても、あるにはあったが，おのずか

らルールがあり限度があった。しかし、最近の事例

はやり方か陰湿の度を増し，程度もひどくなってい

ることが特徴であリ，これはf・ども同十の社会性の

なさ，異年齢集団での遊びや生活体験の不足，対’人

共感性の乏しさなどが原因とLて指摘されている．

　また、松元泰儀は（注1），教師への暴力について

「昭和37～38年から40年代初めにかけて多発Lたが、

そのころは，校外の不良集団と結びついた問題生徒

18

グループによるものや，学園紛争．の波及という形で

あった．（中略｝最近のそれは、理由なき反抗や遊び

的なものがめだち、弱い者が集まって，戊∫向性のな

い暴力をプレイ的に行っている」と述べている．個

個の事例はさまざまな場合があリ，制列で具体的に

明らかにすることは紙数の関係で省略するが，質的

に変化Lていることは事実である

　しか1＿　，この．ような対教師暴力は、日本だけグ）現

象ではない．時事通信の内外教育版に（注2）、ニュ

ー
ヨーク特派員の報告として，次のような記事が紹

介されている。

　1．ニコ．一ヨークiijで’は、教師に対’する生徒の傷害事

件は5年前に比べ1．5倍，9月からの新学期3か月間

の発生件数は、川年1司期のユ8ハーセント増と急増し

ている．また，ブル．・ノクリン．区内の学校では，教師

を暴力から守るため5人単位の『特別機動隊』が編

成され、事件かあればその学校にかけつけ、治安が

治まるまで駐在するようになっている」といっ．

　また，新聞報道によれば，イギリスでは教師が生

徒からの暴力に対する自衛策として傷害保険に加入

したという記事もあった．ほかの諸外国で’はどうな

のか資料がないので明らかではないか，対教師暴力

は日本だけの現象ではないので，世界的に共通な要

因も考えられるのかもしれない．ただ，日本の中学

校の暴力事件はその深刻さにおいて．アメリカほど

には至っていないのではなかろうか．その差異は民

族性の違い，たとえば攻撃性やその表現の仕方の違

い，あるいは教師や学校の対応の仕ノゴの差などによ

るのか．比較考察をしたい問題である．

2．家庭内暴力について



　かつては家庭内で暴力をふるう子といえぱ，乱暴

で親のいうことをきかず、怠学や夜遊び，不良交友，

無断YY・［’1などて’親を困らせ，次第に非行化したりす

るケースによくみられた．

　LかL．二の数年来問題にさ2Lている家庭内暴ノJ

プ〕ケース1ま、　オミ1莚’tlトではおとなしくよい．f’とみられ、

また家庭内でも．思春期まで．は反抗もいたすらもせ

す．ftのかからないよいr・で．あったという点か特微

的である．ζε症は、中学1～2年牛から高校2年生

ころが多いか、それまでは「このr・がこんなふうに

変貌するなんてま・ったく想像もつかなかった」と訴

える母親か多い．

　ざらに，稲村「1lt：氏「注3）はその著「家庭内暴力Sl

のはしかきに次のように特徴を指摘している．

　i家庭内暴ノ」は、きわめて今日的な現象である．

しかもとくに注日されるのは，急速に数か増えてい

る点．と，ほヒんどわが国に独特な現象とみられる点

とである．1

　家庭内暴力は，＃ISitr化．核家族化という社会的要

因に1川えて、高学歴志向のため激化する受験戦争の

ために、母親が懸命に育てた結果，母親の過三「渉や

支配から脱しようとして脱せられず，依存と反抗を

繰り返すあわれな∫二どもの姿ともみられるのである．

別なことばで’いえは’，自我同…性の獲そ｛臼n我の確

立〕の危機における情緒’的な反応で．才）ト｝，それは父

性欠除と、密着した母子関係とい一）日本型親．r関係

から生まれる病珂現象ともいえよう．おそらく，こ

のよ’．1なケースは，諸外国ではみられぬ、1．｜小独得

の現象でないかと私は思うので’ある．私の経験した

家庭内暴ノ」のケースを分析すると，形成要因として

11＋．1昂．．t／児挙．…母十1

の母子関係は次のようなタイフか考えられる、

　①冷たくて臼歩的な母］川周係

　父親が死亡あるいは離婚して、母親のr：ひとつで

育てられ，母親かr一どもをかかえ二．み自分ソ．）情緒の

不安定さをそのままゴ・どもにぶつけて育てた、母槻

の自己中心的な吐…情のままにr・どもを叱り．　∫・ども

a）気持・ちを拒否L，　1’1分か淋Lいヒきには」’・どもか

嫌力っても抱きかかえたリ，物を与える．1”どもは

母親に対する戊ll漆的信頼感も，情緒的安定感ももて

す．dP7：生になっても幼児期ヒ同Lように勝∫Lに支

配f：渉しようヒする母に，　まるてr復讐のように暴JJ

をふるい，かつ，得られなかったあまえを小ミめて母

親を困らせる．

　また，これはどイこ成熟な日Lb中心的な母税『こなく．

立派すぎるほ．どし’．、かリLた教育ママの場合で．も．

几本的な温かい愛情やスキンシ：’フが不足で、期待

や支配，　F渉が強すぎる母1’・関係にあると，．！’一ども

は小学校ころまて．は強い母の期待モを先き取りし、よ

い．ILにな一．・て反抗も廿えもせず成長する、しかし、

思イS期にな・・）てある招1折経験か契機となり、一・度に

情緒的な反応としての暴力と退行的な1†えが噴出す

る場合も少なくない．

　②温かく保1護的で「渉の強いi．1上f・関係

　f・ども上f立で、　1’一どもの欲求を先き取りL，　失敗

やt’1．NZの機会も与えずに育てると．幼少期はよいf’

ヒして育つが，耐性も不足で，1’1　ikも確、τしていな

いため，挫折体験を契機に混乱とイこ安’定に陥る．母

親は相変わらず，幼少191と同｜二態度で’接Lようとす

るので．．母親の過1二渉からのがれようと反抗L、暴

力をふる’；か，依存関係からは脱け出せない．その

ig



やり切れなさ，いらだちを依存の対象である母にぶ

つけて発散するという形で暴）Jが激化する．反面．

母親にすがりまといつく．

　以．ヒの2つの母r一関係は、祖父母の存在によって

強められることか少なくない．①の場合は，祖父母

がいるために母視としての温かい．しかも責任のあ

る態度て’Lつけられず，温かさのない、表面的な母

としての役割で．育てることになるので，r・どもは愛

情的な飢餓と冷たL・1渉に対して反発する．②の場

合は，｛i．1．父母の存在が母親の過1：渉や過保護に加ti

って倍加する．

　また，受験競争も家庭内暴力を誘発する要・因の1

つとLて無視できない．受験のために，母親の．「渉，

支配がいっそう強くなったli，逆に特別待遇を許す

ことになって，従属的な関係に逆転したりすること

が契機になることもある．受験の失敗や、入学後の

成績維持の困難さ、友人関係て．の失敗や孤立が挫折

の契機となることもある．

　もう1つ忘れてならないことは、以一ヒのような母

r欄係を助長する要因としての、父親の．存在の希薄

さ、役害ijの不足がある，

3．原因の分析

　以Lのように校内暴力と家庭内暴力を比較してみ

ると，そこに共通の要因と異質な点を見出すことが

できると思われる．

L　異質な点としては、親子関係のあり方が異なっ

ている．校内暴力を起こすケースの親r一関係は、家

庭内暴力のそれのように，母子関係の濃厚さはみら

れないケースが多い．どちらかといえぱ，放任，夫
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婦の不和，家庭崩壊，厳格などのケースが多く，親

に依存し目’えられない．したがって．学校での友人

関係、教師との関係に期待するものが多く．そこで

代償的に満足を求めようとする．欲求充足がえられ

ない場合は．相千に攻撃を戊川えたり．同じように不

適応な仲間と結びついたり、ボス化することによっ

てel　Liを顕示しようとする．

　家庭内暴力のケースは，家族，とくに母親への依

存か可能であり，ttーえを求めることがで．きる．そL

て攻撃も家族であるからこそ可能である．白Ctl心の

乏しい，未成熟なパーソナリティとLて安心して攻

撃し，甘えられる対象は家族以外に求められないの

である．　と．考’えら］Lないだろうか．

　したがって、もう1つの異質な点は本人の性格傾

向にあるといえよ’｝．校内暴力のケースのほうが，

親から日立L，外向的で、エネルギーも強いが，家

庭内暴力のケースはその反対である．このような傾

向は当然生育歴や親の養育態度，親子関係の違いに

よることはもちろんであるが，生来の性格傾向㈲

ち味）も否定できないので’はなかろうか，

2．校内暴力と家庭内暴力の共通の要因としては、

次のような点があげられよう．

　〈基本的要因〉

　①成績優位，卒業後は経済優位を求める単一一的な

価｛直観

学校での学業の落ちこばれ，受験の失敗，就職への

進路決定は、仲間からの脱落や挫折を意味するとい

うような周囲の見方と本人の感じ方．そのために子

どもは劣等感や焦リを強く感じ，白己の存在理由を

失ってしまう．



　②！”ども同．1：の集団生活の経験の乏Lさ

f「・どもはf・どもだけの集団生活を経験することによ

．て杜会性を仲長する．がまんすること，協力、口

己犠牲．同情．自他の尊頓などを，体験を通して身

につけ、※団の・員として「1己を．上張L、集団のノL

－一 ，Lを守れるよ・｝になる．けんかのルーノレも覚え．

とるべきでない乎段や守るべき限度を心得る．最近

の∫・どもはこのような実際体験なしに、テレビやマ

ンガで覚えた極端な攻撃の｝三段にすぐとびつく．

　③j”どものエネルギー発散の場と対象がないこと

幼児期からおけいこや塾に通い，1’・どもが自由に遊

ひ’まわれる空間と時間をト妾蝕され、テレビ．ステレ

す．玩具などで’静的、受動的な遊びにひたることが

多い，lti’少年のありあまるエネルギーと若さを燃焼

する場と時川］が不足している、

　、．．｛．づ㌘どもは管理され干渉されすぎていること

学校でも家庭でも，おとなのtiが行き届きすき．、細

かい点まで．規制し，注意をする．r・どもはそのよう

なおとなのlt渉に反発し，反」尤を試みたくなる．　と

二うが、おとなはJ’一どもを信頼せずまかそうとしな

い．信頼されまかきれることによって，多少の試行

錯誤はあっても，信頼にこたえられる力がのひ．てい

くのだか、おとなは待ってくれない．

　⑤身体的成熟の加速現象とともに，精神的成熟の

おくれによるアンバランスが生ヒる．

〈白我成熟のプロセスとして＞

　es一年期グ）課題は，自我同一性の獲得にある．他人

ヒ異なる1’1分「｜Eの存在理由を6雀、’i．し，他人と共存

しながら自分を・’H’して統合していけるものを得る

まで，試行錯誤をする時期である。そのために，自

tlb．w．．11・児オ，」｝i｝ti

我意識にめざめ、親から離脱しようとするが．llい1（

と依存の矛盾からうまく脱却できないため，悩み、

攻撃をしたり、目’えたリ，逃避したりいろんな反

応をする．親や教師ヘグ曝力も、肯年期の課題克服

y）プロセスにおけるもかき，．ヒノメられる点は共通して

いる．

　そのr’段かJliri“Fll的なものてあるため，そのまま

容認はできないか，．rc　JJをおさえつけるたけで．は解

決はされない．いかにして、暴力をふるう’1二徒に’1る

きる日標と充実感を見つけてやる援助かてきるかか，

肝要な点てある、

ぴ・］．応する側ツ）態度として〉

　校内暴力て．は教師か．家庭内暴力では親かどのよ

うな態度で対応するかが問題である，愛情ヒIll頼関

係なしに外的権威で威川Lようヒしたり，誠意ヒ川

念のない態度で、その場だ1†をとりつくろうヒすれ

は．、暴力はユスカレートする　・ノiである．暴戊」行為

に対して，毅然たる態度や処ii　ilをとる必．閣よあるか、

行為の背後にあるr「∫年の気持ち、求めているものを

しっかリ把握L，その．充足を真剣に，ともにぢえて

やる必要かあろう．

　人間にと’・’て攻撃性（よ必要なものである．思相01

ク）暴こ力は，　r一どもカ《訂E．みをもちつ一）も．　なん，ヒカ・｜1｛

常化し．ようとするエネルキ．一を残存Lている証拠で

ある．

　暴力もふるえなくなったとき、∫・どものエネルギ

ーは死んでLまうので．はなかろうか，

（．主）

11

1i：

；1　／1

‘iり、孝’、刷膓「．17』恨円ge　JJ・．“L内雛）∫」都1’X　I、7　h．呈「Ul

I’」’斗教育‘叫’蜘55〒1已ll2：川吊：¶Zll呂り1・15　時1‘山｛．．

稲↑．｝t！り「家屯「勺暴1上」　斬8‘1）1
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特集・子どもの暴カー

暴 走 族

s・　　　　　　むり　　　　　　t”さ　　　　　　Lbさ

由　　村　　．雅　　幸

科・学警察研究所環境研究室

　暴走族の暴力

　1960年．ごろから，少年非行のLUr＃で．は暴力的な事

件が減少してくる．たとえは’．60年ころには少年に

よる殺人事件の検挙者数は年間40（）人台であったが，

現r］：では80人台と約5分の1に1駐覧少している、ほか

の凶悪犯罪である強盗もほぼ5分の1，強姦も4分

のLと殺人と同様の減少．S；りを示している．また，

暴行や傷害などの粗暴犯罪も当時の約2分の1と、

少年非行の非暴力化傾向は著しい．その原因をひと

ことで’いいあらわすことはむすかLいが，非行の背

景となる要因としてこれまで．考えられていた欠損家

庭と貧困家庭！か，ともに当時と比べて大幅に減少

したことが指摘て．きるだろう．少なくとも最低限の

杜会化はすませてきた少年たちが，非行者となって

いる二とを意味する．もう1つの人きな違いは，高

校進学率や大学進学率の．．1二昇により，少年の大多数

が学校という教育の場にあって．社会の波風にあた

らない保護的な環境におか］．Lていることがあけ’られ

るた．ろう．

　この間、少年たちの暴力は家庭内暴力とか学校内

暴力とか保護的な領域内での暴力、別な言い方をす

れは’｝｜’えの許される場における暴力の発揮，という

型に変質してきている．そうした少年非行の非暴力

化と，いわば暴力が陰湿化Lたなかにあって，暴走

族だけが，あけすけに暴力を表現している少年たち

であるといえるのではないか．

　暴走族の暴力の第1の特徴は数の暴力である．一

般ll了民の暴走族に対する迷惑感や不安感は強い．騒

音、交通妨害，危険な運転など．暴走族に対する市

民のいきどおりを直接彼らにぶつけることはできな

い．彼らは集団の暴力を予想させることによ・．・て、

［littの反感を封殺している．その第2は群衆をまじ

えた騒乱事件をひき起こすことで．ある．最近では，伴

察の取リ締まりによって少なくなったか，路．ヒのサー

キット行為やお祭りの場への侵入など、警官が制止

に入るのをきっかけに野次馬をまじえて投石、放火

など群衆騒乱事件が、これまで’各地で見られていた．

　暴走族の暴力の第3の特徴は集団の勢力争い，け

んかの仕返し，走行中のトラブルなどから発生する

対立抗争である．100人以ヒが検挙されるという事

件も少なくない．そしてその第4は一般の人やドラ

イバー相十に行う暴力事件である．しかし、そこで．

は暴走族であることから生じた事件という必然性は

ない．一・般の非行者がたまたま暴走族に入っていた
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取り締まりを受ける暴走族

い悠Lで，お．よそ暴力的というイメーシ．からは遠い

少年たちである．暴走放の暴力は集団ILての暴JJ

であろう．

　集団化の背景

　少年たちか暴走族として爪動する期川は．17－］8

歳ころを中心にLた「1年、1ミくて2fFの突・「張り」

で．ある．8割1∫が1年『‘；度の1［「i動でやめていく．　こ

の活動！U］問の短かさが，’ヒまれては消滅していく暴

走族ク．iL－一．フ「ン痛劃」性．集団性の弱きを規フLLてい

るか、　5年以Lも存統Lている大規1莫なクIL一フで．

は、リーターや中心的メンバーに固定的な層かいて、

卜部のメンバーを新1凍代謝しなから，組織は在統し

てゆく．集rl此の戊1縫1．図‘「1f二時代洲ill級’ヒなど地縁

的なものか強い．

　5身，－r拘ク〕」調吉1二よオLiま．，　暴k走肪ミソ）N，　tt｝　RIJ　！t夕｝は1膏｝

校生か1｛割，ノぐ：｝’：’Lは二くわすかで、ほかは社会人

と無職の吉少年〔2〔｝歳以上は15パーセント）で．ある．

　学生層を除いた暴走族の学歴は，中学卒業40ハー

セント，高校中退32パーセント．高校卒業26ハーセ

ント，高卒以ヒ2パーセントであり，中．卒と高校中

退が多い．そうしたことから，暴走族に対して学歴

重視の競争・社会からドロ．．・プアウトした青少年の，

欲求不満の表現であるという指摘もなされている．

彼ら（高校生｝は単車に乗っているときこそ狂って

いるものの、家に帰れば大学受験，就職と．一応の

ラインからはみ出してはいない．卒業と同時に，い

ままでのことがバカみたい，そんな顔しておとなの

世界に首を突っこんでいく．彼らのあいだでは、完

全にドロ．．’プアウトした者と、一応のラインを確保

しつつ「狂って1いる者とのあいだには大きな差が

ある．

　暴走厭ノ）問題は，二れからは高校生よりもむ’Lろ

爪限者を含一めた若年社会人の問題ヒLて，ぢえねば

ならない．

　同世代の才’1者の多くか，高校や大学とLド．）教育の

場て．㍑年期のモラトリアムを’；コ1受しているのに対．し

て、中㍗や高校q1退で：’i，i小企業にいく彼らには、同

年齢の同僚も少なく，スポーツをする場もないなど．

社会11《Jな施策も著Lく不足Lている．そんなlliで．

暴走族たけか共旭の話題をも・．．tて集圭る二とのでき

る1椎一一の‡易になりている．中㌧やオートバイは，むし

ろ仲閲ヒ結ひ．つ1ナる媒介物であり、仲問との交渉の

結果とLて車にk・j・才1る異常な愛着ぷりも生Lてくる．

’ ｝．’：：いからできる．．「．やがてはやめる一とはよく聞力・れ

る，先輩かあり，後輩がある高校生が運動クラ’ア．で．

味わうような人川関係を，彼らは暴走族のなかに求

めている．それは一歩先に礼会に出てL圭った少年

たちのUJ実な欲求て．あリ，モラ「・リアムの時期を延

長きせようとする試みで．もあノ2つ．
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lll．1κ力】卍耐と1二IM

特集・子どもの暴力

アメリカにおける
子どもとテレビ暴力

佐　　藤
躯㍗／ノぐ7：教｝受

　テレビと暴力

　アメリカの’ド均的な子どもたちは，商校を卒業す

るまで．におおよそ1万5．00⑪時間テレビを見るとい

われている．一’ノ万学校での学習時間はおおよそ

1ノ」’1、o（｝o吋聞だとい’）、そして，テレヒ’を通Lて

lli　8・（10（［の殺人場｜rliヒ，その他の無数の強盗・強

姦・暴行・傷害・拷問などの場而を見ているヒいわ

れている．

　こゾ）kうにテレビで殺人場面を見ているr・どもか，

ある時，テレヒ．の殺人場而をIIミ似て友たちを殻して

しま．．．た．！ころがそのr一どもは「テレビの画lrliで

殺される俳優は、また別の番組にで．てくるのて．、友

だちもき．っと起きILかってまた自分と．遊んでくれる

と思った‘といったとい＝）ので．ある．また，9歳に

なる女のr・を段された親は，暴力番組に原因かある

ヒLてテレビ局を汁訴している．この訴訟の．過秒で，

加1じ片の：1人の少年は番組て見た攻撃ノ元法をl！「似L

たことを1認めたというy’）て．ある．

　このようにテレビを1’ξ似て雅件を起二仁という二

！が各地て相次いだために、テレピ暴力㍑トeh・、・it，1e－

n｛’〔’｝とい／二とばも生まれている．〈t〕こ医師会1ミは

テレビ暴JJは粘仲衛生の問題てあり，企業の公書以

k
目
賄 夫

ヒに，深刻に社会力空気を汚染C．・1＋る環境問題て．t’，

る．テレヒL］は番組ソ）ノJ’川’を再検討．．せ．よ‘当1ユU，

また・警察署刷桧は「テレヒは鋤激育を実施「一

ているカレツた．．日めつけ，倒ミ㍗r．へ；爆ノ」

番組のスポンサー・とな．，ている∬ぷソ，製品をポf．コ

・ト・．1．る運動を1起二Lてし・る．

　テレビ功罪論争

　．二　 ）　　［＿　 〆二　　　．　jl皇　ノ）9i）；　 ）
　
．ノ）　メL一　力． カ」　↓層＿　，　　　ナ　 L　　 I二　 jl．｝　 L一　　 ノ、　

rvL

との川に様S．ヒな、・1‘｝争かはLま　た．力てト）る．・’1ツ〕

いくつカ・をあげると．

Lテレビ側：1『・どちたちはテ」ヒ．か」見実を1映L一こ

いないことを知’ている／J・ら．テレピノぽ…響は少な

いはすた．

ノkひヒ：特に’トち、f’t．もは現£とテい二．栂1　凶

区：h川するニヒカ・て竺ない、　えホンサ．・とテし1．二局力・

　’生懸iilT　C’Mを流．「．力ほ．1，」る二とは信する二し…

ある1ヒぢ．えているからてはない力か、

2・1’レヒ． 1山」：暴fJを見ること1：「1分ノ）1勺剖；ノ’攻‘“r’S／’

衝動ノ）・部を放出．．S・一ることカ・てきるから、テレヒほ

見る、．にと　．て力タルンス！して役に・”：つはナた

人ひヒ：それ㍑Pアロイトか賢成するような．意見たか，
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である．するとr一どもたちはおとなのモデルの真llソ、

をして、ゴム人形を叩いたり，けとばしたりした．

　一・方，1映画を見なかった1’・どもたちを同じ部屋で

遊ぱせてみると．その子どもたちは，前の映画を見

た1’・どもたちのような攻撃行動を示さなかったとい

りので．ある．つまり．この実験の結果では，∫一ども

は行動の学習にあたって，モデル〔たとえ．ぱおとな、

仲間、テレピや本にでてくる人物など）の行動を観

察し、模倣するということはをっきリボしたのであ

るにれと同じ現象はおとなの場合でもある，たと

えば．男性のバーマネントファ…ションなど）．

　さて．バンデューラなどのアブローチによって、

観察学習理論が生まれてくるのであるが、その後も

様ざまな研究がなされ、その結果．テレビ暴ノJのf：

どもたちに対する影響が次つぎと明らかにされてい

る．たヒえば，

1．　∫・どもたちにテレビ暴力を見せると．皮7電気

反応や心拍動に著しい変fヒか表れる．つまり．テ

レピ暴力は子どもの情動を喚起させるので．ある．

2．テレビ暴力にさらされているうちに，r一どもた

ちは新しいスタイJレの攻撃行動を学習する．これは

∫・どもたちの遊びを注意深く観察すればすく』気かっ

くたろう　C弓真参照1．

3．テレビ暴力にさらされていると，　了・どもたちの

暴力に対．す’る抑．1卜力力く弱まっていく．テレビ．で．おと

なかやっているのだから，ぽくだってやっていいだ

ろう、こうした∫・どもの理由つけはも一・ともである．

4．テレビ暴力はr・どもの暴力に対する情動を次第

に鈍麻させていく．つまリ暴力不感症になってしま

う．対人関係における．暴力に慣れたJ’一どもは．λ（だ

匪界！・児庁「ヒF≡パ’1

ちがいLめられているのを見ても，機敏に進んで仲

介に人り戊川害者をたしなめたり，被害者を援助した

りする傾向か見られなくな’、てLまう。

5．テレビ暴力は．∫・どもの葛藤解決に対するXJ．え

ノiをねしまげてしまう．たとえは「、テレビて．は「正

義の昧）ilか悪い連」1］を暴力的な丁・段で．ぺ㌧，∠ノける

場面が多すぎ，こうLた行動を見なれている∫・ど1ノ

は．その行動を道徳n勺にIEL」汀ヒしてしま’〕．

　テレピに支配されてしまうヒ，　1’・．ど｛Jたちは）止力

傾向を助長されるばかりでなく．読み・‘ll二きや号え

る能力かソこわれ、親との対話の機会を稚われ，しか

も．．運動不足になり．創造性に乏Lくなる．

　こ’）Lたことから．アメリカで．はiアメリカの1’・

どもをテレビから守れ、さもなければアメリカの1’・

どもはテレヒ．によ・・、て破壊されてしま『1」ヒいう声

かあかって．多くの研究者はそれを衷つける川1’先に

取リ紺み．1二防策をPty　kているようて’ある，

　Lかしなから、テレビには多くのフラ7．　tf［iかある

し，ゴ・どもの生活はもはや，テレビを無視してはli丹

ることかてきないのか現実の姿である．わか国で．も、

テレビのあリノiを考える市民団体IS’・どものテレビ

の会」が大がかりな調査を実施して，テレヒ’のCM

か、いかにJ’どもたちや親か誤解Lかねないイメー

yを流しているか、その実態を発表している．CM

にかぎらす，それはテレど暴力についても同じで’あ

t ・て、従来のよ’）に，テレビは愚劣だ，見るにたえ

ないなどとお高くとま・った．一部の1識者の意見の横行

はもういいかttんにやめにして，具体性のある川’先

調査を実施して，テレビ局とわたりあう1博輿1に，わ

か国もきているので．はあるまいか．
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［［sr｝YS　TC｝、．～．「N．1

，　／．　　　　　　　　　　　　ゴ　　E

，1．1　山

倣浜F家庭”lt：仕

　ぐ　　　

tli

’】、

「

・

ノ
．

」

　フラナガ．ン神．父ノ．い’少年ノ．川㍗　とLて，アメリカ

［映i［lli：二もな．、たt’ボー一イズタウン㌦1917f手b　＃’f　ll、：’／　L；「・

担．iO余年の歴！迎を刻んたなかて、ノ♪1［三．ン．．ぽ’．）な委に

あるカ・を’写穴と，iX邑IVI，1．｝：による内容てたど．・．／：．みたい

L＿　 トi．I　 rこ

一，LL・　ノ．

　その近代化

　19i7年、アイルランドからの移民牧師で．あ・ったフ

ラ．t・ガント申父か，　t’ブラスカ州オマハブ〕．ドUiJ．にはL

f）た孤児の少．tp　t：ちのためのホームは，わずか4年

後には郊外の農場にIGOエ．一力．一のヒ地を兄川Lて

発展Lていき、二の物理的拡大か国1際的活動のち1己1室

ヒな㌧．．，たよ．）で．ある．

　19・18．．↑ギ511］5日一ソラナカ．』ン］NI．タこご／）シヒ」1・｛二より，　ニ

コラス・H・ウ．．r．ク．．ナー一か後ii匿者．ヒなり，1973．年圭

で．ク．巳5．年川そソ．）職に」［］たリ、その問の1948年に財．団

の形をとるニヒ．ヒな・．．、た．そLて，1972年に瑚㍗蛭≦ミ

か．ホーイブこ．タウン発展のたダ）に，　2つa．1新L．いフロ

ク．．ラムを開始Lた，

　それはボーイスクウン．セン．ター・とポ・・イス．タゥン

Lt8

ポーイズタウンのフィラマティックセンター

研究所．の設i既てある㊨

　前．者は．若者や’家族ソ）問題を調在研究Lてさらに

援助Lていくヒころて．あり、後者は1，di少年！ともに

活動L、彼らをそ力家族の中で．社会に．過応て．きる．よ

うに援llりLていくと二ろで’ある．

　二の2つの設置をみると、　これは明らカ・に収吝施

設にと．．1ては1つノ）近．代化への大きな脱皮といえろ

ものであるヒ思う．その翌年、ボー一イズタ／」ノンは現

百〃校長を迎え．たんなる収容施設ヒしてのホ・一．イ

　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　コ　　　　エ　　　　　　　　　や

ズタウンで1はなく、また、当初少年の保護といー．1の

か日的て．あリ，現ソ．戊．三のfl事て．あ・．．’t：か、現在はさき

のLtっン）プログラムを通し．．少年たちを膓含ダ）た若

者保護ヒいう観点に・1・1　一．た幅広い活動をしている．

　大舎制と小舎制の併用

　施設の近代化を途げたボーイズタウンは，居柱に

関しても1つの実践をなLた．当初，5人の少年か．

対．象で．あ．．たか，人放の凹加する中で．．人β．）“］・［1をとり

ながら発展Lてきたホームが、家族川生活プ．ロク．’ラ

ム，すなわち小舎｝川を！、tじめたことて．＝ちる．



世界の児童と吋性

　年齢の＃・kい小・中．学生に関して、10人の．少年たち

が母親父親ともいうべきファミり一ティーチャーと

ともに’セ活することにより．，たくさんの必要とされ

る1周人的．な注意や世話を受けるという．ことをその眼

目に置く、そのため．に，従来の25のホームに新たに

16のホームが加えられた．他痘，年齢の高いr・は大

舎制の中で．，個々のプ．ライバシーを尊頂されなから，

自主的生活を営む形がとられてい．る．

　この大舎制の中に小舎制を取り入れた姿勢は，杜

会の基本的な．単位としての家族の重要性を認める．と

いうことであり，また、新設されたセンターと研究

所の基本的姿勢ともなっている．すなわち，今日の

ポーイズタr？ンの姿勢力ζ家肪ξの．重要性に焦∴‘‘をイ計わ

せた形になっていると認められる．

　前述のような現在の．姿となった‘tt一イズタ．ウンの

実態は，1｛roエーカーの広大な敷地の中に29の設備

としてあ．り，まさに1つの町としての形態をなして

いる（写真参照｝．

　最後に

　見学して気がつい．たことを1点だけ記すと，そtt

は案内潜にも明記されているが，見学コースは定め

られており，少年たちの屑住する建物内は彼らの

プライバシーを守るために見学できないとなってい

．ることである．

　欧米，日本ともほとんどの施設か現在非常；二開か

れて明るくなってきた中で，肝心の郡分かみられな

いといっ．ことで、なにか見学した実感のないものと

なリ，その．理由をたずねる機会をもてなかったこと

が心残りとなっている．
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東京警視庁の
ヤング・テレホン・コーナー

田　　村
東洋大’ーデ：教」受

心
健

1．目的と組織

　，E京剖；で非行少年対．策を中心に，般も地域と結び

つき熱心に紐織活動を行一’ているのは作視庁の少年

弊察の化］（である．もともとは，戦争・直後の混乱に

ょる非行対策について、本部と各警察署の少年係で．始

めたのが1幡矢である．その後，整備されて現在は本部

の防犯部少年第L課に，、；「1由1・調査・統lil’・広報・

連絡などをlfう少年対策係と，街頭補導・少年相談

なビを扱う補．1剃系．家出人を扱う家出係かあり、　さ

らに同課7）付ihi機関とLて、全都を6つの活動区域

にわけ、よト｝地域に密着Lノ凶1博・棉淡・協力・調

．在・広報などを行う6か所の少年センターと．家出

少年の’時保護のための少年保護センター一が置かれ

”　　　　フ

Lしxo．

　これらが各警察署の少年係や，各警察署長が推薦

し防犯部長が委嘱する約1．oeo人のボランティアの少

tf補導｝i3．さらには学校，児竜相談ri斤など教育や福

祉に携わる各機関・団体と協力し合って，全都の少

年対策に当たっているので’ある．

　なお，本部の少年第一課には，相談活動の場とし

3c｝

て少年相談室，暴走族少年相談室，家出人相談室．

そして24時問かけられる電話相談のヤング・テレホ

ン・コーナー（03－580－・1970）が設置されている．t目

談担当貝としては少年第・課と各少年センターとも

に，それぞれ1－2名の心理技師と警劣ミ官数名が当

た・、ており，1．1∫i門化している．なお，本部の少年第

二課で．は少年の福祉を三じする成人犯罪の取リ諦まi）

ヒ、犯罪少年の補導・更生に1ilたっている．

　2．活動状況

　最も感服させられるのは，地域対策にふさわLく

liir段ll皆もゾ）非わ1　r防活動がヒられている点で』ある，

じ発牛予1坊

　内容か旦体lrJでわカ’リやすく的確にまとめられた

各陣のチランや・・ンフレ・1．、本なビの発行配佃

また年間多数にわたるぷ演なビによる非行防1ヒの．一

般向け啓発、広報活動．

20前」じ1痔のLl1・期fE見による防止

　ヒ，1’己ノ）’・ン　・フレ　　．ト♪やイ9ノ）lli［こ　もF］worJミ．よ　く　ま　と

められているか，そのほか、少年補14艮や学1．交の生活

指剰．川「：ヒ協力して行う街頭補導や、各？手察署長が

委嘱する約L万人の「ひと声運動推進員」による恒

故や非行防ILの声力・け活動．

1：到昔1題発生後の子r桂な電話相談による防tlt一ヤン7』・

テレホン・コーナー

　／見rl：1舌」功中なク）1まタ寸司61か　i斤tごカ㌔　こノLに先力司ナ

て昭相4り年に発足L、昭和54年には相談件数6．111

U日平均16．7件1件で’あった．相談当事者は．高校川

ヒ中学生をはじめとする少年か65パーセントを占め

るが、内容は，小学生と中学生は交友や異性・学業に
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NGOフォーラムに
参加して
（NON　GOVERNMENT　ORGANIZATIQN）

’，か　　　も・’，　　　　　え’J　　　二

中　村　　悦　子
作新学院女r・短期大学

　開会式

1’980年　7月14日，コベンハーゲンrli内の1泣図書

館学校前の広場は、民族衣裳をつけた人ぴともまじ

え，各国の女たちであふれていました．この講堂で

先ほどから国連婦人の10年中間年の世界会議に並ぷ

NGO〔非政府機構）フt一ラムの開会式が始まり、

10日間にわたる女の集いの幕が上がったのです．

　5年前の1975年，国連はこの年を国際婦人年とし

てメキシコ会議を開催し．翌76年から85年までを「国

連婦人の10年」と定めました．そして「平等・発展・

平和」を目標にした「世界行動計画」を採択し，各

国はそれをうけて国内行動計画を練りはじめ，婦人

の問題は世界的規模で動き出したのです．

　80年は、その中間年にあたり催された世界会議で

すが、焦点の1つには、市川房枝氏が婦人の憲法と

称した「婦人のあらゆる形態の差別撤廃に関する条約」

の署名式が行われ，日本政府、首席代表高橋展子氏

が署名をしたことは大きく報道されました．

　これらは、国連加盟の各国の政廟ぺ表や国連関係

機関などからなる政府：間会議でなされたことですが，

一
方tこれに並びデンマーク大学アマーセンターを

主会場とするNGOフォーラムは，民間人に広く開

かれた集いです．会場で参加登録乎続きをすれば，

だれでも入れるもので，世界の各地からこの10日間

に延べ5，000とも8、000人ともいわれる女性たちが集

いました．

　「7オーラム80」の討議内容

　さて、そのNGOフォーラムはどのように進めら

れ．何が話し合われたのでしよう．開会式当日の7

月14日発刊の「フォーラム80」というタブロイド判

型の新聞に，プログラムの全容が掲載されています

が．これによれば、会期・キ延べ400以ヒの〃持桧が

開催されているのがわかります．

　開会式の行われた600人収容の］三立図書館学校講

堂は、連日3つずつのハネル討議があ1）　．テーマは

「発展」「レイシズム（アパルトヘイトを含む）」「平等．1

・平杣・雇用、・鞘」「家族」「健康・などで・第3世界

の婦人たちの登壇と意見が会場を圧い緊迫した場

面もあoたと報じられています．

　アマーセンターでは、私どもの参加した15日、1

日だけでも延べ51の分科会があり，その数の多さも

さることながら，内容の多様さに接し，このフォー

ラムに寄せる各国の女たちの意気込みと婦人問題の

多様さ，根深さを痛感させられます・その中から・

いくつかを拾い出してみると．　「婦人と失業」「国際

間の理解を通しての平和教育」「婦人とマスメディア」

「アルコール中毒と薬害」「世界的人口過剰の問題」「フ
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